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まず、前提としている条件を確かめていく。クラスの人数が 24 人であるとすると、8 人
































































本研究に引用した事例は、201x 年度 3 学期に行われた、5 歳児クラス K 組（3 年保育の 3
年目、男子 11 名、女子 11 名の計 22 名）の、クラスの保護者への発表を前提とした劇活動
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におけるものである。劇活動の実践期間は、1 月 16 日の保育者による提案から、保護者に

















































































































































































































































































































年 12 月 12 日閲覧）
付記
本論文は、日本保育学会第 70 回大会においてポスター発表を行ったもの、日本保育学会
第 71 回大会において口頭発表を行ったものをもとに、大幅に加筆修正したものである。
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